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脱臭方式 脱臭源 脱臭原理 性能 初期費 ランニング 特徴

フィルター
方式

吸着剤・触媒
フィルター

フィルターに通気し臭気成分
を吸着または分解で除去

◎ 低
中
低

設置・管理が簡便

水・薬液
洗浄

水・薬剤溶液

臭気成分を水（＋酸・アルカ
リ）と接触させ，溶解・化学反
応により除去

△ 中 高
薬液・廃水の管理が必要
防火効果あり

消・脱臭剤 精油・消臭剤
植物精油など薬剤のマスキ
ングにより臭気を緩和

△ 低 高
設備が簡便・安価
薬液供給が必要

生物脱臭 微生物
臭気成分を土壌や微生物を
繁殖した担体に通気し，微生
物により分解

△ 中 中
水管理・廃液処理が必要
装置サイズが大
限定成分のみ脱臭可

オゾン分解 オゾン
オゾンを発生させ，臭気成分
との接触による酸化反応

△ 中 中
装置サイズが小
オゾン発生部の点検・部
品の定期交換が必要

光触媒 紫外線＋光触媒
光触媒の紫外線照射酸化力
を利用し，臭気を分解

○ 高 中
ＵＶランプの定期交換要
装置サイズが小

燃焼法 直接・触媒・蓄熱 臭気成分を燃焼させて分解 ◎ 高 高
高濃度臭気に対応可能
初期・運転費用が高い
装置サイズが大

脱臭方式比較



「KCU」の特長

高性能 高性能吸着剤と常温活性触媒を配合

長寿命 触媒分解作用と吸脱着効果で自己再生

熱源・水源不要

低圧力損失

不燃性 無機材料による構成

標準４0Pa



臭気濃度が高い時 臭気濃度が低い時

吸着 脱着

油分・臭気

フィルター
細孔 触媒

油煙

触媒

酸化分解
低分子化

＜吸脱着作用＞

臭気濃度が高い時に臭気を吸着し臭気濃度が低い時に少しずつ脱着

常に臭気濃度が低い状態を維持

＜油分触媒分解作用＞

常温活性触媒により、油煙を酸化分解して低分子化

低分子となった油分子は臭気濃度が低い時に脱着

長寿命の理由



� 生活環境と隣接した飲食店や食品
工場の臭気に対する苦情の増加

� 悪臭防止法による規制

飲食店敷地境界付近と排出口の
臭気レベルを規制

①22特定悪臭物質濃度

②臭気指数‐嗅覚測定法

排出口
２号規制

住宅やオフィス近接
飲食店

悪臭防止法

敷地境界
１号規制

脱臭ニーズの増加

臭気指数１0
未満に

希釈

１号規制 ２号規制

臭気指数

臭気指数

排出口高Ho

15m未満

臭気排出強度Ｑ

排出口高Ho

15m以上

第１種地域 １０ ２２～３１ 275×Ho
2 

第２種地域 １２ ２４～３３ 436×Ho
2

第３種地域 １３ ２７～３５ 549×Ho
2 

東京都悪臭防止条例

脱臭対策の背景



＜フィルター/１枚＞
主成分 ：無機吸着材＋常温活性触媒
寸法 ：W３００mm×H３００mm×L６０mm
重量 ：１kg
セル数 ：１２０セル/inch２

＜ユニット例＞
処理風量：２０００m３/hr
充填フィルター数量：２列２段２層＝８枚
寸法 ：W６２５mm×H６６０mm×L４７４mm
設置形態：屋外床置型
重量 ：３１ｋｇ
圧力損失：４０Pa
標準寿命：１２００ｈｒ

（８ｈｒ/日×２５日/月の場合６ヶ月）

厨房排気より

「KCU」脱臭フィルター８枚

屋外放散

充填ユニット

写真 「KCU」脱臭フィルター１枚

「KCU」製品仕様



1層2層3層

接
続
冶
具

ユニット①

ユニット②

表 ＫＣＵユニット仕様

型式
処理風量
（ｍ３/ｈｒ）

ユニット
数

層数※
フィルター

圧力損失（Pa）

２K-４２ １０００

１

２層 ２０

２K-４２ ２０００ ２層 ４０

３K-４３ ３０００ ３層 １００

２KW-８２ ４０００

２

２層 ４０

３KW-８３ ５０００ ３層 ８０

３KW-８３ ６０００ ３層 １００

※１層につきフィルター４枚

※真上から見た図

「KCU」ユニット標準仕様



調理種 油煙量
原臭気濃度

（基準値）

とんかつ やや多 ２０００

てんぷら・蕎麦屋 やや多 ２５００

製パン・製菓店 標準 ２５００

カレー 標準 ２５００

ハンバーガーショップ 多 ３０００

イタリアン 標準 ３５００

焼き鳥 多 ４０００

にんにく・とんこつラーメン 標準 ４２００

焼肉 多 ５０００

調理種別原臭気濃度



� ユニット型番

→シロッコファン型式（換気扇は不可）を調査、または風量静圧を
実測した上で、該当するユニット型番を選択して下さい。

� 設置スペース・荷重・搬入経路

→ユニット仕様・外形図を確認下さい。

� 据付・配管工事

→弊社納入方法は車上渡しですので、ダクト寸法を測定し、配管
業者に工事を依頼して下さい。

上部蓋開閉用
スペース

片側面メンテ
スペース

噴出し口用
スペース

４００ｍｍ

１
０

０
０

ｍ
ｍ

図 設置スペース

設計確認項目



� 日常点検は不要です。

� 性能低下が見られた時または使用６ヶ月経過した時フィルターをお客様
に交換していただきます。

� フィルターは下記ユニット型番と数量を確認して注文下さい。

� 地域指定の産業廃棄物の処理方法にて廃棄下さい。

表 ＫＣＵ脱臭フィルター必要数

フィルター銘柄 KCU脱臭フィルター AKC１３LAC ６０/３００３/００

ユニット型番 ユニット仕様 フィルター必要数

２K-４２ ２列２段１ユニット２層 ８枚

３K-４３ ２列２段１ユニット２層 １２枚

２KW-８２ ２列２段２ユニット２層 １６枚

３KW-８３ ２列２段２ユニット３層 ２４枚

メンテナンス方法



KCU脱臭ユニット

ダクト

写１ 排出口（施工前）

写２ ダクト・KCU脱臭ユニット（施工後）

施工事例



首都圏郊外の幹線道路沿いにあるイタリアン
レストランの人気店。

近隣対策のためKCU脱臭ユニットを設置し、臭
気は効率よく低減されています。

原臭１６００

処理後１００

■系統２（ニンニク･トマト・ベーコン臭）

■系統１（ニンニク・オイル臭）

原臭４０００

処理後４００ 脱臭効率９０％

＜脱臭性能＞

脱臭効率９４％

写真１ KCUユニット設置

写真２ ユニット内部装填フィルター

納入実例



納入実績①



納入実績②



臭気濃度：臭気を感じなくなるまで希釈したときの希釈倍率

臭気濃度１０００ = １０００倍希釈したら臭気を感じなくなる。

三点比較式臭袋法で測定

希釈
臭気

無臭
空気

無臭
空気

臭袋

どれが臭気の入った袋かをパネラーが当てる。

パネラーが不正解するまで臭気を希釈していく。

６人以上のパネラーの結果のうち，上下をカット
して平均値を算出。

臭気

+無臭空気

パネラーが判定

臭気濃度１０００ =臭気指数１０×log１０３＝臭気指数３０

臭気濃度と臭気指数


